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安田女 子大学にお ける共通教育外 国語 科 目の 改革に つ い て

松 岡博信 （安 田女子大学 現代 ビジネス 学部）

1 ．本学の 外国語教育改革の 背景 と経緯

　平成 17年度末時点に お い て
， 安田女子大学は ，文学部 ・現代ビ ジネ ス 学部 ・家政 学部の 3

学部 7 学科 に加 え 、文学研 究科お よび教育学研 究科博士 課程後期 まで有す る女子 の み （大学

院を除 く）の 総合 大学で あ り，平成 16 年度の 学生総数は約 3， 500名 （短期大 学 2 学科 を含む）

で ある。

　安 田女子大学 の 共通教育外 国語科 目は，平成 14 年度に 大幅に 改編 され，平成 15年 4 月か

ら新 し い 体制 とカ リキ ュ ラ ム に よ る授業が開始 され た。それ まで は，各学科で 取得す べ き外

国語科 目が 指定されて い たた め ， 学生 がそれ らを主体的に 選ぶ こ とは で きなか っ た が，共通

教育の 理念 に 則 っ て ，つ ま り専門 教育の た めで は な く ， 教養 の ための 外国語教育 を 目指 して ，

全学科 の 学生 が 自由に外 国語科 目の 組み合 わせ を選 んで 履修で きるシ ス テ ム に 変更 した 。 以

下に 現状 と今後 の 課題 を 述べ る 。

2 ．教養科目 と基礎 科 目

　本学の 共通 教育は ，教養科 目 （平成 14 年度ま で は 「人間系科 目」 と呼 ばれ て い た講義科

目）の み で 構成 した試行 的期間 （3 年）を経て ，
上 述 した よ うに 平成 15 度 か ら基礎 科 目 （演

習 ・実技科 目で あ る情報 処 理 科 目 ， 健 康 ス ポ ーツ 科 目，外 国語科 目〉 を加 えて 本格的 に始

ま っ た。先ずは ，共 通教育基礎科 目で あ る英語科 目の 現状 を ， 共 通教育外国語科 目全体 と

の 関わ りにお い て 論 じ る。

　共通教育科 目 の 中の 基礎科 目は，現 代的職業人 として求 め られ る基本技能 の 習得 を 目指

す もの で あ り，そ の 中で ， 外 国語科 目は外 国語 を学習す る こ とを通 して ， そ の 言語 お よび

文化 に対す る理解 を深 め ， か つ そ の 言語 に よ る コ ミ ニ ニ ケー
シ ョ ン 能力 を養 うこ とに あ り，

6 単位を卒業 必修 とす る 。 以下 にそ の 構成科 目と履修 セ メ ス タ
ーを示す 。

　 （1）英語

　　　　英語 り
一ディ ン グ 1（1 年前期）

・英語 リーディ ン グ Q （1 年後期）
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英語 ライ テ ィ ン グ 1（1 年前期）
・英語 ライテ ィ ン グ 取 1 年後期）

英語 コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン 1（2 年前期）

・
英語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン H （2 年後期）

英語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 皿 （3 年前期）
・英語 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン W （3 年後期）

（2）ドイ ツ 語

　　　ドイ ツ 語 1（1 年前期 ）・ドイ ツ 語 H （1 年後期）

（3）フ ラ ン ス 語

　　　フ ラン ス 語 1（1年前期）
・フ ラン ス 語 H （1年後期）

　　　フ ラ ン ス 語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 1（2 年前期）
・フ ラ ン ス 語 コ ミュ ニ ケーシ ョ ン H （2

　　 年後 期）

（4）中国語

　　　中 国語 1（1 年前期）
・中国語 H （1 年後期）

　　　中国語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 1（2 年 前期）・中国語 コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン U （2 年後期）

　　　中国語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 皿 （3 年 前期）
・中国語 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン IV（3 年後 期）

（5）海外文 化語学演 習

　　　ア メ リカ文 化語 学演習（全学年対象 ・夏期 と冬 期 の 集 中）

　　　イ ギ リス 文化語 学演 習（全学年対象 ・夏期の 集中）

　　　ニ ュ
ージー

ラ ン ド文化 語学演習（全学年対象 ・冬期 の 集中）

　　　中国文化語学演習（全学年対 象 ・夏期 の 集 中）

　次に，英語関係学科の 運営に つ い て 述 べ る 。 英語以外 の 初習外国語 （フ ラ ン ス 語 ， ドイ ツ

語 ，中国語 の 各科 目） で は ， 教材お よび 授業方法 は担 当教員に
一
任 され て お り，

こ こ で は割

愛す る。

3 ．クラ ス 編 成 およびクラス 分けテス ト

　す べ て の外 国語科 目は ，学科の 枠を超 えた混合編 成で あ るが ，新設学科 で ある現 代 ビ ジ ネ

ス 学部現代 ビ ジネ ス 学科，家政学部生活デ ザイ ン 学科 ・管理栄養学科お よび 改編 された 心理

学科の 場合は ， 担当教員が 申請の 段 階で あ らか じめ決 定 して い る関係 で 単
一

学科の 学生 を対

象に 開講 され る場合 もあ る 。

　外 国語科 目 の 中で ， 英語関係 の 科 目だ けが 全 ク ラス を英語 習熟度に よっ て編成し て い る。

習熟度の レ ベ ル は ，現在の と こ ろ はす べ て の 科 目にお い て 2 段階で あ り，発展 1 ク ラス に対

して標 準 2 ク ラス とい う学生数 の 比率 とな っ て い る 。

　ク ラ ス 分けテ ス トは ，
「英語 リーデ ィ ン グ い H 」

・「英語 ライテ ィ ン グ 1 ・H 」 （1 年前 ・

後期）に っ い て は 入 学直後に
，
そ し て 「英 語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 1 ・ll」 （2 年前 ・後期 ）は，

開講 され る前 の 年 度が 終 了す る直前に ，さ らに 「英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 皿 ・IV」 （3 年前 ・
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後期） は開講され る学年の 前期開始直後に実施 され る。

　 「英語 リーディ ン グ 1 ・ll」 と 「英 語 ライテ ィ ン グ 1 ・H 」 の ク ラ ス 分けテ ス トは ，主に

語彙 ・文法 ・読解力 を測定する 共通問題 で あ り，した が っ て 同時に実施 され る。作成 は本学

の 日本人英語 教員で あ り ， 平成 16年 4 月 の 受験者は約 700名で あ っ た。

　 「英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 1 ・H 」 の ク ラ ス 分 けテ ス トは ， 初年度 は主に聴解力 を測定す

る もの で あ っ たが
， 次 年度，す なわち平成 16 年度末 に行 われた もの は ，語 彙力 ・文 法力 ・読

解力 を問 うもの で あ っ た 。 作成は本学の 外国人専任教員に よ る。平成 17 年 1A の 受験者 は約

600 名で あ っ た
。

クラ ス 分けテ ス トは カ ー ドリーダー
に よ っ て即 日採点を行 い ，

一
両 日以 内

に は 掲示 板に よ っ て学生の 所属ク ラ ス を発 表 して い る 。

4 ． 自作教材 および共 通テ キス ト

　 「英語 ライ テ ィ ン グ 1 ・H 」 の テ キ ス トは ，本学の 英語教員が共 同で 著 し出版 した もの を

使用 し て い る 。
ユ ニ ッ ト数は 22

， 問題数 は 440 問で ある 。
こ の テ キ ス トは CALL 教室か コ ン

ピ ュ
ー

タ 教室 を使用 し ， 本学教員が制作 した 「サ ッ と英作 ！」 とい う自動英作文添 削プ ロ グ

ラ ム を用 い て 学習す る こ とに 特色が ある 。 したが っ て ， 学生数が あ る程度多くて も， コ ン ピ

ュ
ータ が考 え られ うる 多様な別解 に対応 して 添削す る の で ，

一
回の 授業内で ，多 くの 「並 べ

替 え 」
・「和 文 英訳 i 問題 を学生全員が集 中的に学習す る こ とが 可能 で あ る。

　 「英語 り一ディ ン グ 1 ・ll」 の テキ ス トに つ い て は，前年度末に担 当予定 の 専任 ・非常勤

教員全員 に対 して ， リス ニ ン グ演習 を含む テ キ ス トを推薦 して も らい
， 候 補 とな っ た テ キ ス

トを 回覧 した後の 投票 に よ っ て ， 標 準用 と発展用 （今年度 は各 1 冊 。 初年度は各 2 冊）を選

定 して い る 。 今年度は 約 15 冊の 候補が挙が り ， そ の うち 2 冊 を採用 した 。

　 「英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 1 ・E ・皿 ・IV」 の テ キ ス トに つ い て も， 同様に外 国人英語教

師の 間で の 協議 に よ っ て 選定 して い る 。

5 ．授業方法 および形態の 統
一

化

　　授 業形態 に つ い て も，で きるだ け統
一

化 し て い る。嘆 語 リーデ ィ ン グ 1 ・H 」お よび 「英

語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ・　ll」は ， 毎 時間 TOEIC 単語帳 に よる単語 テ ス トを実施 して い る。 た だ し，

そ の 閤題作成 と採点方法は 各教員に任せ て い る 。

　 「英 語 ライ テ ィ ン グ 1 ・H 」 は，前述 した よ うに 「サ ッ と英作 ！」 とい う自動英 作文 添削

プ ロ グラ ム を使 用す るために，全授 業で 情報教室か CALL 教室 を使用す る。 テ キ ス ト消化の
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進 度や小テ ス トの 回 数 な ども全 教員間で 統
一

して い る。 こ こ で も単語テ ス トは 毎回 実施 して

い る 。

　 「英語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 1 ・H ・皿 ・IV」 も ， 外国人英語教師同士 問 お よび共通教 育部

との 連携を深 め
， で きるだ け授業方法を統

一
して い る。

6 ．課 題 と今後の 展望

　改編 され た共通教育外 国語科 目が始 ま っ て 2年が経過 した。以 下にそ の 課題 と今 後 の 展望

を記す。

（1）習熟度 レ ベ ル の 設定

　学生 の 心情に対す る配慮 の ために ， 発展 1 クラ ス と標準 2 ク ラ ス とい う比率 に した が ，そ

れ ぞれ の ク ラス 内にお い てや は りか な り の 学力差が残 る。習熟度別 ク ラス 分 けの 方 法 も ， テ

ス トだけにす るべ きか ， 学 生 の 希 望 も入れ る べ きか な ど，今後も協議 ・検討を重ねた い
。

（2）クラス 分 けテ ス ト

　新入 生に対 す るガイ ダン ス 日程に 余裕が な く ， 最初の 英語 の 授業 に 間に合 うように ク ラ

ス 分けテ ス トを実施す る と ， 選択 に っ い て十分考 える暇 もない ままに 受験 し， 直後 に取 り

下 げる学生 が平成 16 年度前期は 十数名出て い る。主に ，履修 外国語 を中国語 に 変更 した い

日本文学科の 学生た ちで ある。ク ラ ス 分 けテ ス トが 実施 され る入学時 点 よ り前 の 春休 み 中

に ， 外 国語履修 に関わ る説 明資料 を送付 し ， 外国語履修 に 関 して 考える時間 を十分 に 学生

に 与 える必 要 が ある 。 実際 ，
17年度入 学生 に対 して は そ の よ うにす る予定 で ある。

　 さらに ， ク ラ ス 分けテ ス トの 妥当性 ・信 頼性 に つ い て 吟味する こ とも重要 で ある 。 年 ご

と に問題改 良 を積 み 重ね る こ とも忘 れて は な らな い
。

（3）入れ替 えテ ス ト

「英語 リ
ーデ ィ ン グ 1 ・H 」 に つ い て は ， 初年度 は前期末に 2 度 目の クラ ス 分けテ ス トを

実施 した。 しか し結果的に ，発 展 ク ラス 在籍者 の 平均学力を越える数名を標 準 ク ラ ス か ら

発展 ク ラ ス に移動 したに留 ま っ た 。 しか も，互 い に慣れ親 しんだ 生徒や仲間 と の 別れ を 残

念に思 う教員 ・学生 も多 く，2 年 目で あ る平成 16度は前期 と後期の 狭 間で の 入れ替え を行

わなか っ た 。 こ の 変更 に よ り， 同 じテ キス トを通年 で用 い る こ とが で きる よ うにな り，か
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っ 移動す る学生 に後期用に 別 の テ キ ス トを購入 させ る必要 もな くな っ た 。

（4）テ キ ス ト選定の 方法

　多 くの 教員の 協力 で 共通テ キ ス トを審査 し採用 し て も ， 実 際に授業で使 っ て み る と様 々

な不 満点 が明 らか にな る。 選択 の 基準や方法 につ い て さらに検討 を重 ね ，よ り適切 な選定

シ ス テ ム を確立する必 要があ る 。

7 ．おわりに

　ま だ実施 され て 2 年 しか 経て い ない 安 田女子大学の 新 しい 共通教育基礎科 目外 国語 カ リ

キ ュ ラム で あ るが ，現在まで の とこ ろ大きな問題 もなく ， 3 年 目に 向けて概ね順調 に 推移

して い る、

　英語以外 の 初習外 国語 に つ い ての 習熟度別編成お よび統
一

テ キ ス トの 使用 な どは，今後

の 履修者の 様子 を観察 し なが ら考慮 し て い きた い
。 また英語科 目の 習熟度別 ク ラ ス 分 け方

法に 関 して は ，

一定期間の 実践を経た の ちに ，その 効果や方法の 妥当性など を詳 し く検証

し再評価する 必 要 が ある 。

　習熟度別 クラス 編成 ・統
一
授業形態の 利点 を最大限に 引き上 げる こ とがで き る共通 教育

英語カ リキ ュ ラム の 構築 に 向 けて ，今後も教師間 の 密接な協力体制 に基 づ い た努 力 と研 鑚

を重 ねて 行 きた い 。
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